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論 文 内 容 の 要 旨
赤尾依子氏の博士学位申請論文「幼児の運動調整に関する発達心理学的研究」は、10年余りに亘る赤尾
氏の研究の集大成である。研究の主な目的は幼児の運動調整を測定する新しい図形描画課題を開発し、課
題の信頼性および妥当性を検証することである。本博士論文は発達心理学における幼児の運動調整に関す
る研究の意義を主張するものである。
図形描画課題とは、一般に手の運動調整を評価する課題を指し、言語教示により指定された速度で紙面
上の点を線で結ぶ線テストから溝をなぞる課題に至るまで含まれる。
第章では、幼児の自己調整機能（self-regulation）に関する研究の歴史と先行実証研究を概観し、手
の運動調整に焦点をあてた研究テーマを明らかにしている。イタリアのMontessori（1948）は手を「知
性を持った道具」と呼んでいるが、幼児が日常生活で繰り返す作業から習得した運動を調整する能力が子
どもの社会性の発達や認知的発達を促すと考えた。しかしながら、幼児の手の運動調整を測定する課題に
関する研究が極めて少ないことから本博士論文研究が行われたのである。
柏木（1988）によると、幼児期の自己調整機能は「自己抑制行動」と「自己主張行動」の二つに分類さ
れる。赤尾氏は序論で Vygotsky（1934）や Luria（1959）の言語による運動調整に関する研究に遡り、
自己調整機能の構造を示した。さらに自己抑制行動を構成する運動調整、認知調整、対人関係調整の測定
法に関する文献を整理している。認知調整に関しては膨大な数の発達研究が蓄積されている。しかし、赤
尾氏は「認知調整だけで幼児の自己抑制行動を決定することには疑問が持たれる」と論じ、運動調整を評
価するための新しい測度を開発することが必要であるとした。従来の課題では、幼児の運動調整の効率性
と正確性を同時に測定できないため、運動調整の妥当な評価が困難であると論じている。
第章はつの研究により構成される。第章の目的は、幼児（歳児から歳児）の運動調整を測定
するために開発された新しい図形描画課題の信頼性と妥当性を検証することと、運動調整と他の調整との
関連性を検証することである。赤尾氏が考案した図形描画課題は、対象児に mmの二重線で描かれた
星型図形を提示し、本の線の間をはみ出ずに鉛筆で一周させる課題である。この課題は速度の教示がな
い「無教示試行」、「はやく」という言語教示を与える「促進教示試行」、さらに「ゆっくり」という言語
教示を与える「抑制教示試行」から成る。個別に幼児と対面して秒に回の一定間隔で「はやく」また
は「ゆっくり」の教示を与えるものである。各試行の所要時間と誤反応（逸脱回数）を運動調整の指標と
する。研究では教示の効果を確認した後、柏木（1988）の線テストと認知調整を測定する同画探索
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MFFテスト（MFFテスト：Matching the Familiar Figures Test）を用いて図形描画課題の妥当性を検証
した。
研究では、運動調整と対人関係調整との関連性を検討した結果、図形描画課題において逸脱回数が少
なく正確に手の運動調整を行う幼児は対人場面におけるフラストレーションテスト（柏木、1988）におい
ても好成績であることが示された。
研究では、幼稚園学年間の横断研究と年間の縦断研究のつを行い、図形描画課題により測定され
る運動調整の指標の発達的変化を検討した結果、所要時間に有意な変化はみられないが、逸脱回数は発達
に伴って減少することが確認された。研究では幼稚園年少児から小学年生までを対象とした子どもの
図形描画課題の所要時間と逸脱回数の分布を示している。
第章は、図形描画課題を用いた応用研究をまとめたものである。研究では、幼児の運動調整と自己
抑制の関係を調べた結果、運動調整は日常生活において「がまんする」行動を予測することが示された。
研究では、幼児の自己抑制の評価が幼稚園教諭と母親の間で一貫していることを確認している。
研究では、幼稚園における幼児の活動性と図形描画課題の各指標との関係を検討した結果、衝動性得
点の高い幼児は、万歩計で計測した幼稚園における活動量（歩数）が少ない傾向にあり、このような幼児
の手の運動調整は未熟であり、非効率な方法で幼稚園の課題を行うことが明らかにされた。
研究では、図形描画課題の衝動性得点と、幼稚園の教諭が評定した幼児の社会的スキルの一つである
自己抑制スキルとの間に有意な関係が示された。
第章では、親子関係と幼児の自己抑制行動の発達について検討している。研究	では図形描画課題の
得点に基づき幼児を衝動群と熟慮群に分け、親のしつけ態度と幼児の運動調整の関係を検討した。結果、
衝動群の幼児の母親のほうが熟慮群の幼児の母親よりも「過剰干渉型」と「溺愛型」の得点が有意に高い
結果となった。また、他の研究と同様に有意な男女差も明らかにされた。
第章は総合論議の最終章である。赤尾氏が考案した図形描画課題に参加した対象園児は総計500名を
超えた。この図形描画課題は幼児にとって「面白い課題」、「ゲーム的な要素を持った課題」であり、短時
間でしかも個別に実施できる。赤尾氏は手の運動調整に焦点をあてた発達研究の意義を確認して論文を結
んでいる。
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本博士論文は、赤尾氏が開発した新しい図形描画課題の信頼性と妥当性を検証し、発達心理学おける幼
児の運動調整に関する研究の意義を主張するものである。
図形描画課題とは、一般に手の運動調整を評価する課題を指し、赤尾氏が考案した図形描画課題は、論
文内容の要旨で述べたように、「はやく」あるいは「ゆっくり」という言語教示の下、対象児にmmの
二重線で描かれた星型図形を提示し、二本の線の間をはみ出ずに鉛筆で一周させる課題である。この課題
は、幼児にとり「面白く」、「ゲーム的な要素」を持ち、しかも個別に短時間で実施できることが特徴であ
る。幼児の動機づけを高めるような課題を考案することで、自己抑制機能の基本と考えられている運動調
整を測定することに成功したことを高く評価したい。赤尾氏が本論文を完成させるために10年間に亘り個
別にテストした歳から歳の幼児は500名を超えることも特筆に値する。
本博士論文が他の自己抑制行動の研究と一線を画している点は、手の運動調整の発達に焦点を絞ってい
ることである。発達心理学における自己抑制機能の研究が運動調整よりも認知調整のほうに傾いている現
状からすれば、赤尾氏の発達研究は運動調整の重要性を再確認したことになる。Montessori（1948）は手
を「知性を持った道具」と呼び、手による探索を豊富に含んだ課題を幼児に与えることの教育的意義を強
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調した。序論では言語教示に従って手の運動を抑制する能力は知的発達と関連し、幼児期の発達の重要な
指標となることが示されている。
言語教示による幼児の手の運動調整を測定する課題は、柏木（1988）の線テストが代表的であり、線を
描くという点では赤尾（2008）の図形描画課題と類似している。しかし、線テストでは効率性（所要時間）
を測定できても、正確性を測定する指標がない点が問題とされる。逸脱回数（正確性）の個人差が発達的
に非常に重要な指標であることは赤尾氏が本研究で実証している。
赤尾氏が本博士論文にまとめた研究は	つあるが、そのなかでも第章にまとめた「運動調整を測定す
る図形描画課題の信頼性と妥当性の検討と、その他の調整との関連性の検討」に係わる研究、研究、
および研究が本論文全体で最も重要な一連の研究であり、歳から歳の幼稚園児の加齢による運動調
整の変化を、所要時間と逸脱回数の二つの指標を使って示している。従来の線テストでは測定できなかっ
た逸脱回数と、同画探索MFFテスト（MFFテスト：Matching the Familiar Figures Test）により測定
された認知調整指標との間に有意な関係を見出している。さらに、図形描画課題の衝動性得点（Salkind
& Wright, 1977）と同画探索MFFテストの衝動性得点には有意な関係があることが判明した。
Vygotsky（1934）と Luria（1959）は言語教示が子どもの行動調整に及ぼす影響を指摘したが、赤尾氏
は「ゆっくり」あるいは「はやく」という言語教示を用いて運動調整における抑制効果と促進効果を証明
した。第章では幼児の運動調整と認知調整および対人関係調整の指標を用いて発達研究の基盤を形成し
ている。すなわち、幼児期の運動調整は、認知的な自己抑制を必要とする社会的行動の一端を予測できる
ことが明らかとなった。本論文には年間の縦断的研究が含まれているが、幼児の衝動性の指標は安定し
ていることも示された。また、少数ではあるが、一貫して衝動性の高い園児が存在することも明らかにさ
れた。論文の後半では幼児の運動調整能力と社会性の関係について、幼稚園教諭と母親からの評定を得る
ことで多角的に検討している。
口頭試問では活発な質疑応答が交わされ、赤尾氏が幼児の行動を詳細に観察していることが余すところ
なく示された。手の運動調整に焦点をしぼり500余名の幼児一人ひとりを対象に個別に実験した赤尾氏の
研究者としての力量を評価する。幼児の運動調整についてこれほど膨大なデータベースを保持している研
究者は赤尾氏が群を抜いていると考えられる。総じて、本博士論文は幼児の運動調整のアセスメントに関
する基盤研究として高く評価できる。
本博士論文は健常な幼児の発達を調べたものであることは審査員も十分認識しているが、欲を言えば、
今後、運動調整の発達が遅れている子どもを早期に発見するために、赤尾氏自身が論文の最後で述べてい
るように、図形描画課題の「スクリーニングテスト」としての新たな有用性を確立することが期待される。
この期待は赤尾氏が示した運動調整に関する発達研究の将来性を評価する証でもある。
赤尾氏はこれまでに著書冊に分担執筆し、
本の論文を発表している。学会発表に加えて、常に幼稚
園で時間をかけて一人ひとりの幼児と対面して丹念にデータを集め研究を行っている。臨床発達心理士の
資格を取得し、発達検査の仕事にも携わってきた。現在は、独立行政法人国立病院機構三重中央医療セン
ター臨床研究部の客員研究員をしているが、今後の活躍がさらに期待される臨床発達心理学者である。
赤尾氏は2011年月17日に本学 F 号館で、本博士論文の公開発表を行った。審査委員会は、本博士学
位申請論文を慎重に審査し、また公開発表に引き続き2011年月17日に実施した口頭試問における結果と
学会や教育臨床現場などにおける諸活動から判断し、赤尾依子氏が博士（心理学）の学位を授与されるに
ふさわしいとの結論に達したのでここに報告する。
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